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1. CIMとは？

2. CIMモデルの維持管理での利活用

3. 3Dモデルによる維持管理情報の統合管理

4.既存橋梁の簡易な３Ｄモデル作成技術

■ 内容
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 建築で取り組まれているBIMの土木版

• これまでの2次元図面での設計・施工・管理を行うのではなく3次元モデルを活用する。

• 3次元モデル内の要素に属性情報を持たせて、対象施設のデータベースとする。

• 3次元モデルと属性情報を活用することで、ライフサイクル全体での効率化を図る。

BIMのイメージ図
（複数の企業でデータを共有・統合する）

BIMのイメージ図
（3次元モデルと属性情報）

 CIMとは？
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• 3次元モデルをベースにしたデータマネジメントツール ⇒ CALSの延長
• 3次元モデルと属性情報の連携による生産性の効率化

 CIMによる期待される効果

 CIMとは？
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 CIMモデルの維持管理での利活用
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 3Dモデルによる維持管理情報の統合管理
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～維持管理における課題～
・施設に関する維持管理情報が、異なるシステムで管理されており、定期点検等で必要な資料の検索、収集に時間がかかる
・点検記録、写真等が構造物のどの位置と関連するのか、直感的に把握できない
・損傷箇所の経時的な変化を素早く確認することができない

～CIMモデルを利用した業務改善～
・設計情報、施工情報、維持管理情報を一つの３次元プラットフォームで一元管理することができれば、検索性が向
上し、必要な情報を即座に引き出すことが可能となる。

既存維持管理DB
（全国道路橋データベース）

（RMDIS）

既存維持管理DB
と連携

維持管理情報を統合管理できるCIMモデル
のプロトタイプ

CIMモデルにデータ連携機能を実装し、
維持管理情報をCIMモデルで統合的に管理

データ出力

データ出力

○〇橋

▲▲橋

○○橋
諸元情報

\\Q\DB・・・

\\Q\DB・・・

ID:XXXXXX

○○橋

鋼箱桁橋

径間数

・
・
・

全国道路橋DB

橋梁形式

橋梁形式

3次元モデル

項　目

橋梁ID

橋梁名

既存GIS
（地理空間情報連携PF）

リンク

GIS上からCIMモデル位置、属性
情報の表示

□□樋門
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維持管理情報を統合管理できるCIMモデルのプロトタイプ（試行版）の構築

クラウド
サービス

点検記作業効率化・高度化のため、タブ
レットPC上で３次元モデルや各種ファイ
ルが閲覧できるクラウドサービスの活用が
可能な環境を構築

GISからCIMモデルを閲覧・確認でき
るよう、GIS上にCIMモデルを登録

既存DBからExcel、CSV形式で出
力したファイルをCIMモデルへ紐
付け

維持管理段階で生じたデータのCIMモ
デルの追加、更新の労力低減ツールの
作成、およびツールを用いたデータの
追加、更新方法の手順書の作成。

維持管理担当職員による、CIMモデルの利活用が
円滑に行われるようにプロトタイプの利用マニュ
アルを作成する。

ローカルPC

ローカルPC データリンク

対象施設現場

点検データ
補修データ 等○〇橋

▲▲橋

既存GIS
（地理空間情報連携PF）

既存DB
（全国道路橋データベース）

事務所内LAN

維持管理情報を統合管理でき
るCIMモデル

• 3次元モデル
• 外部保存属性情報の保存

とCIMモデルへの紐付け

タブレットPCによる3D
モデル閲覧

点検補修結果

□□樋門

プロトタイプ（試行版）の閲覧、試
行が可能な環境を事務所内に構築

 3Dモデルによる維持管理情報の統合管理
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3Dモデルによる維持管理情報の統合管理システムのデモ

 3Dモデルによる維持管理情報の統合管理
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 既存橋梁の簡易な３Ｄモデル作成技術
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～既存橋梁における課題～
・新設橋梁が３次元化されても、既存橋梁は２次元図面による管理となり、新設と既設橋梁で異なるデータ管理となる
・２次元図面から3次元モデルの構築は、コストが高い

～課題解決のために～
・民間がもつICT技術で、低コストで簡易に３次元モデルを作成する技術を活用する。

写真測量による3次元モデル構築
技術

メリット
 精度の高い3次元モデル
課題
 精度の高いモデルはコストが高い
 写真に写らない箇所はモデル化できない（
橋梁上部工など複雑な構造）

レーザースキャナーによる点群
データ取得と3次元モデル構築

メリット
 精度の高い3次元モデル
課題
 精度の高いモデルはコストが高い
 橋梁全体の測定、点群データの処理に
手間、時間がかかる
 レーザ光が当たらない箇所は自動でモデ
ル化できない

点群データ

点群データトレースによる
モデル生成

簡易3Dモデル（構造ブロックモデル）

写真撮影・市販ソフトウェアによる
歪み除去

写真貼り付け

簡易３Ｄモデル＋現地写真貼り付け

メリット
 低コスト、3Dモデル作成が簡単
課題
 詳細モデルに比べ細かい部分はわ

かりにくい

細部構造は、画像（テキスチャー）で可視化）
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 既存橋梁の簡易な３Ｄモデル作成技術
パノラマウォークスルー(360度パノラマ写真＋ウォークスルー機能)
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高解像度カメラ
GoPro×６台
1000万画素×6

低解像度カメラ
RECHO THETA
370万画素

ナカシャクリエイティブ(株)

(株)JM
にご協力頂きました。
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 既存橋梁の簡易な３Ｄモデル作成技術
パノラマウォークスルー(360度パノラマ写真＋ウォークスルー機能)
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360度パノラマ写真

クリック

平面図にパノラマ写真撮影箇所表示

桁に沿ってストリートビュー
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パノラマウォークスルーを用いた維持管理情報の
統合管理システムのデモ

 既存橋梁の簡易なCIMモデル作成技術
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